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大学との連携（９月１４日）を特別支援教育推進の大きな追い風に 

 以下の内容を、ご精読ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ以前は、複数日での受け入れとしていますが、山中先生にも了解を図り、昨年度に引き続き

９月 1４日の「一日体験から」としました。 

先生方には、学生を受け入れる趣旨を斉一的にご理解いただき、学生にとっても、本校の特別支援教

育にとっても有意義な機会としていただきますようお願いいたします。 

 

今年度から予算化された「別室支援」の取り組みとも連動させながら 

「大学との連携」を特別支援教育推進の大きな追い風にしていきましょう 

 

特別支援教育の重要取組の一つに近隣大学との連携があります。具体的な内容としては、 
 

○大東文化大学、学芸大学、武蔵野大学など教員養成系の大学との連携を結ぶ 

○小・中学校の教員志望の学生スタッフを、年間を通じて派遣してもらう 

○特別支援の必要のある児童の学習・生活への個別支援を行う 

○１０名程度の学生の配置を考えている                  などです。 
  
これを、「ティーチングアシスタント（TA）制度」と名付け、拡充を図っている所です。 

・学校にとっては、個別に支援の必要のある児童への対応がよりきめ細やかになる、行事の

支援スタッフとして大切な人材となる 

・大学にとっては、学生に特別支援教育の視点に基づく個別や一斉指導の方法を現場で学ば

せることができる 

という双方にメリットとなる「ウイン・ウインの関係」が構築できればと期待しています。 
 

その取り組みの足がかりとして、前々任校、前任校の時から大東文化大学山中吾郎准教授

ゼミの学生さんを「教員の一日体験」として、この時期に受け入れています。 
 
山中吾郎先生は教員の経験をもち、文部科学省の施策や新学習指導要領の内容に精通され物語文

や説明文の教材研究の面白さをご指導くださる稀有な専門家です。 

加えて、運動会や遠足、移動教室さらには、夏休みの水泳指導でも多くのゼミの学生さんが補助

員として入ってくれました。 

令和 2年は、コロナ禍のために、山中先生と相談して中止をしましたが、みなさん、ご存じの通

り教育実習が全国的に短縮される中で、実習の単位の不足を補うことが各大学での困難な課題とな

っています。本校の取り組みはそこに歯止めをかける機能を担うものでもあると考えます。 

教員をめざし、さらには近い将来の同僚となる学生が頻繁に来校し研鑽する姿を思い浮かべてく

ださい。理想のプログラムと言えるのではないでしょうか。 

希望をされる学生さんには、来年度、本校のティーチングアシスタントとして定期的に「生活支

援員」と同等の関りに貢献していただきながら、特別支援教育の支援方法を身に付けた優秀な教育

者に組織で育てていきたいと考えています。 


